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3. 補修工事 

3.1 工事概要 

補修工事は、クラックについては注入工法で平成 16 年に実施し、アバタ状劣化部

の内常用洪水吐下流部については表面コンクリートの打替工法で平成 17 年に実施予

定である。 

3.2 クラック補修工事 

【目的および工法】 

クラック周辺のコンクリートは凍結融解等により劣化が進行している状態である

ことから、これを防止することを主目的として、注入工法による補修を行うものとす

る。 

 
   工事状況 

     工事件名：平成 16 年度県営事業付帯土地改良事業大佐ダム地区補修工事 

     実施期間：グラウト注入 自平成 16 年 12 月 14 日 至平成 16 年 12 月 20 日 

          コア抜き調査  平成 16 年 12 月 27 日 

          ※グラウト注入前にエア通し及び水通しを行った。 

     工事出来高： 

表 3.1 箇所別注入実績 

 
クラック延長 1m 当り注入量は、表 3.1 から、 

注入量 v／延長合計 l＝33.76 ㍑／67.3m＝0.502 ㍑/m 

それ故に、クラック延長 1m 当り注入量は当初想定の 3.5 ㍑/m に対し実績は 14.3%であった。 
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表 3.2 ザイペックス・ミクロン 3 の変更配合表 
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